
（4）　令
れい

和
わ

元
がん

年
ねんなつごう

夏号 た　ん　ぽ　ぽ　通
つう

　信
しん

2019年
ねん

7月
がつ

10日
か

 皆
みなさま

様にあたたかく迎
むか

えられて

　連
れんじつ

日の厳
きび

しい暑
あつ

さが続
つづ

いておりますが、皆
みなさまがた

様方におかれましてはいかがお過
す

ごしでしょうか？
　新
あたら

しい年
ねん

度
ど

を向
む

かえてから最
さいしょ

初の機
き

関
かん

紙
し

の発
はっこう

行となります。今
こんかい

回の機
き

関
かん

紙
し

は、新
あたら

しい利
り

用
よう

者
しゃさま

様のご紹
しょうかい

介や新
しん

人
じん

職
しょくいん

員の挨
あいさつ

拶など、フレッシュな面
めんめん

々が多
おお

く掲
けいさい

載されております。また皆
みなさま

様のご協
きょうりょく

力のもと、大
だいせいきょう

盛況に終
お

わり
ました福

ふく

祉
し

セミナーや、春
はる

に行
おこな

われた花
はな

見
み

の記
き

事
じ

もございますので、是
ぜ ひ

非ご覧
らん

いただけたらと思
おも

います。今
こん

年
ねん

度
ど

もどうぞよろしくお願
ねが

い致
いた

します。 広
こうほういちどう

報一同 

総
そ う ご う

合福
ふ く

祉
し

セミナーを終
お

えて

　今
こんかい

回、大
おおさか

阪コミュニティ財
ざいだん

団助
じょせい

成の下
もと

、３月
がつ

２日
か

（土
ど

）に
大
おお

阪
さか

城
じょうなん

南女
じょ

子
し

短
たん

期
き

大
だいがく

学の坂
さか

上
がみ

記
き

念
ねん

ホールにて、地
ち

域
いき

学
がっ

会
かい

第
だい

８回
かい

総
そうごう

合福
ふく

祉
し

セミナー（大
おおさか

阪城
じょうなん

南女
じょ

子
し

短
たん

期
き

大
だいがく

学共
きょうさい

催　大
おお

阪
さか

市
し

東
ひがし

住
すみよし

吉区
く

社
しゃかい

会福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

後
こうえん

援）を開
かいさい

催させていただきま
した。関

かんけいしゃ

係者をはじめ、ご来
らい

場
じょう

いただきました皆
みなさまがた

様方、本
ほん

当
とう

にありがとうございました。
　午

ご

前
ぜん

は、東
ひがし

住
すみよし

吉区
く

キャラバン連
れんらくかい

絡会の方
かたがた

々にご協
きょうりょく

力いた
だき、2015年

ねん

２月
がつ

以
い

来
らい

約
やく

４年
ねん

ぶりに認
にん

知
ち

症
しょう

サポーター養
ようせい

成
講
こう

座
ざ

を行
おこな

わせていただきました。
　企

き

画
かく

段
だん

階
かい

では60人
にん

程
ほど

の参
さん

加
か

を見
み

込
こ

んでいましたが、予
よ

想
そう

を上
うわまわ

回り、来
らいじょうしゃ

場者数
すう

は約
やく

100人
にん

に上
のぼ

りました。芝
しば

居
い

を交
まじ

え
た講

こうえん

演は好
こうひょう

評で「以
い

前
ぜん

、高
こうれいしゃ

齢者施
し

設
せつ

で働
はたら

いていたので分
わ

か
りやすく、理

り

解
かい

しやすい内
ないよう

容でした」「両
りょうしん

親も年
とし

老
お

いており、
今
こん

後
ご

の参
さんこう

考になると思
おも

いました」などの意
い

見
けん

をいただきま
した。
　午

ご

後
ご

は基
き

調
ちょう

講
こうえん

演とパネルディスカッションの二
に ぶ

部構
こうせい

成で
行
おこな

いました。森
もり

理
みちとし

俊弁
べん

護
ご

士
し

による基
き

調
ちょう

講
こうえん

演では「法
ほう

と社
しゃかい

会
の関

かか

わり」というテーマで、最
さいきん

近ニュースを騒
さわ

がせている「パ
ワハラ問

もんだい

題」や「迷
めいわく

惑行
こう

為
い

」「個
こ

人
じん

情
じょうほう

報保
ほ ご

護」などに関
かんれん

連す

　この度
たび

、前
ぜんしょく

職の高
こうれい

齢福
ふく

祉
し

を退
たいしょく

職するにあたり、久
く ぼ

保統
とうかつ

括
施
し

設
せつ

長
ちょう

にお声
こえ

掛
か

けをいただき、平
へいせい

成31年
ねん

１月
がつ

１日
にち

より総
そう

務
む

部
ぶ

員
いん

として再
さい

入
にゅうしゃ

社いたしました。実
じつ

は以
い

前
ぜん

、平
へいせい

成17年
ねん

のだ
んでらいおん開

かいせつ

設時
じ

に約
やく

２年
ねんはん

半ではありましたが生
せいかつ

活支
し

援
えん

員
いん

、事
じ む

務局
きょく

員
いん

として勤
つと

めておりました。ですので出
で

戻
もど

りの
身
み

でありまして、格
かっこう

好良
よく

く？言
い

い換
か

えると「カムバック採
さい

用
よう

」と近
ちかごろ

頃は言
い

うそうです。皆
みな

さま、よろしくお願
ねが

い致
いた

し
ます。
　高

こうれい

齢福
ふく

祉
し

では生
せいかつ

活相
そうだんいん

談員として利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

との関
かか

わりは当
とう

然
ぜん

の事
こと

ながら、多
た

職
しょく

種
しゅ

・関
かんけい

係機
き

関
かん

との連
れんけい

携、職
しょくいん

員の育
いくせい

成等
など

に取
と

り組
く

んで参
まい

りました。その私
わたし

の10年
ねんかん

間の経
けいけん

験を生
い

かし、
だんでらいおんにも先

さきざき

々、訪
おとず

れる事
こと

となる高
こうれい

齢化
か

も見
み

据
す

え

る法
ほうりつ

律とその対
たいおう

応
策
さく

などを具
ぐ

体
たい

的
てき

な
事
じ

例
れい

を交
まじ

えて分
わ

か
りやすくお話

はなし

してい
ただきました。
　パネルディスカッ
ションでは「地

ち

域
いき

教
きょう

育
いく

」「重
じゅう

度
ど

障
しょう

がい者
しゃ

の権
けん

利
り

擁
よう

護
ご

」「地
ち

域
いき

とのつながり」の３つのテーマで、それぞれの立
たち

場
ば

から実
じっ

践
せん

報
ほうこく

告を行
おこな

いました。
　セミナー終

しゅうりょう

了後
ご

のアンケートでは「とても素
す

晴
ば

らしい取
と

り組
く

みをされているなぁ」「利
り

用
よう

者
しゃ

の方
かた

も快
かいてき

適に過
す

ごしてい
らっしゃると思

おも

います」などのありがたい意
い

見
けん

を頂
ちょうだい

戴いた
しました。
　当

とうほうじん

法人の現
げん

場
ば

職
しょくいん

員にとっても今
こん

後
ご

の自
じ

信
しん

に繋
つな

がると思
おも

い
ます。
　また、今

こんねん

年度
ど

は市
し

民
みん

講
こう

座
ざ

や福
ふく

祉
し

教
きょういく

育講
こう

座
ざ

、24時
じ

間
かん

相
そうだん

談受
うけ

付
つけ

など、地
ち

域
いき

貢
こうけん

献事
じ

業
ぎょう

に力
ちから

を注
そそ

いでいこうと計
けいかく

画しており、
大
おおさか

阪コミュニティ財
ざいだん

団の助
じょ

成
せい

も決
けってい

定しています。第
だい

９回
かい

総
そう

合
ごう

福
ふく

祉
し

セミナーでは、地
ち

域
いき

貢
こうけん

献事
じ

業
ぎょう

の成
せい

果
か

などもご報
ほうこく

告さ
せていただきたいと思

おも

います。皆
みなさま

様、今
こん

後
ご

ともどうぞよろ
しくお願

ねが

い致
いた

します。

て、利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

、ご家
か

族
ぞく

、職
しょくいん

員、関
かん

係
けい

者
しゃ

皆
みなさま

様のお役
やく

に立
た

てるよう、私
わたし

もまだまだ学
まな

びながら、日
ひ び

々の支
し

援
えん

をさせていただきたいと考
かんが

えて
おります。
　昨

さくねん

年は地
じ

震
しん

、台
たいふう

風等
など

の自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

、連
れんじつ

日の酷
こくしょ

暑といろいろな事
こと

が
ありました。私

わたし

は昭
しょう

和
わ

に生
う

まれ、昭
しょう

和
わ

という時
じ

代
だい

が好
す

きな
人
にんげん

間で、平
へいせい

成最
さい

後
ご

の年
とし

に再
さいにゅうしゃ

入社しましたが、新
あたら

しい『令
れい

和
わ

』
という時

じ

代
だい

が平
へいおん

穏で良
よ

い年
とし

であるよう願
ねが

っております。
　改
あらた

めまして、今
こん

後
ご

ともご指
し

導
どう

、ご鞭
べんたつ

撻のほど、どうぞよ
ろしくお願

ねが

い申
もう

し上
あ

げます。

アクシス国
こくさいほうりつ

際法律事
じ む

務所
しょ

 森
もり

理
みちとし

俊弁
べん

護
ご

士
し

施
し

設
せつ

長
ちょう

　粟
あわ

根
ね

　亮
りょう

主
しゅにん

任　辻
つじ

　正
まさ

晃
あき

寄
き ふ

付・寄
き

贈
ぞ う

ありがとうございました。心
こころ

より感
かんしゃ

謝申
もう

し上
あ

げます。

寄
き ふ

付金
きん

 （平
へいせい

成 30 年
ねん

度
ど

）累
るい け い

計額
がく

　　2,427,532 円
え ん

（平
へいせい

成 30 年
ねん

4 月
がつ

1 日
たち

～ 31年
ねん

3 月
がつ

31 日
にち

）

井
い

西
にし

　裕
ゆう

子
こ

　様
さま

　　　　　藤
ふじわら

原　敏
よし

剛
たけ

　様
さま

　　　　　因
い な ば

幡電
でん

機
き

産
さんぎょうかぶ

業㈱　様
さま

　　　　　他
ほか

匿
とくめい

名希
き

望
ぼう

者
しゃ

　6名
めい

（順
じゅんふどう

不同）

新
しん じ ん

人職
しょく

員
い ん

紹
しょう

介
か い

　今
こんしゅん

春より生
せいかつ

活介
かい

護
ご

ひだまり班
はん

に配
はいぞく

属されました花
はな

井
い

幹
みき

生
お

と申
もう

します。
　前
ぜんしょく

職は同
どう

業
ぎょうかい

界の生
せいかつ

活介
かい

護
ご

やグループホームで勤
きん

務
む

していました。
　当

とうほうじん

法人は外
　がいしゅつ

出活
かつどう

動や旅
りょこう

行、行
　ぎょう

事
じ

が沢
たくさん

山あるとのことで魅
み

力
りょく　

を感
かん

じました。利
り

用
ようしゃさま

者様と
一
いっしょ

緒に全
　ぜんりょく　

力で楽
たの

しんでいきたいなと考
かんが

えています。経
けいけん

験を活
い

かして皆
みなさま

様の日
ひ び

々の生
せいかつ

活に
貢
こうけん

献できるよう尽
じんりょく

力して参
まい

ります。よろしくお願
ねが

いいたします。
花
はな

井
い

　幹
みき

生
お

　今
こんねん

年度
ど

よりお世
せ わ

話になります今
いまにし

西優
ゆう

弥
や

と申
もう

します。
　前

ぜんねん

年度
ど

までは有
ゆうりょう

料老
ろうじん

人ホームで働
はたら

いていました。同
おな

じ福
ふく

祉
し

の業
ぎょうかい

界で働
はたら

いていた経
けいけん

験を
生
い

かして利
り

用
よう

者
しゃ

の皆
みなさま

様の毎
まいにち

日がより良
よ

くなるように少
すこ

しでもお力
ちから

になれたらと思
おも

います。
　身
　しんちょう　

長183cm黒
くろかみ

髪黒
くろぶち

縁メガネで、初
はじ

めてお会
あ

いする方
かた

にはよく「真
ま じ め

面目そうだね」と言
い

わ
れますが、その通

とお

り根
ね

からの大
おお

真
ま じ め

面目人
にんげん

間です！よろしくお願
ねが

い致
いた

します！
今
いまにし

西　優
ゆう

弥
や

　４月
がつ

よりいきいき班
はん

に配
はいぞく

属されました　佐
さ

竹
たけ

真
ま な

菜です。
　学

がくせい

生の時
とき

に実
じっしゅう

習でお世
せ わ

話になり、多
おお

くの経
けいけん

験をさせていただいた施
し

設
せつ

に入
にゅうしょく

職できるこ
とを大

たいへん

変嬉
うれ

しく思
おも

います。
　入
にゅうしょく

職して数
すうじつ

日ではありますが、日
ひ び

々楽
たの

しく利
り

用
よう

者
しゃさま

様と過
す

ごさせていただいております。
　新
あたら

しい場
ば

所
しょ

で不
ふ

安
あん

も多
おお

くありますが、先
せんぱい

輩職
しょく

員
いん

や上
じょう

司
し

の方
かたがた

々の教
おし

えをしっかりと吸
きゅうしゅう

収し、
利
り

用
よう

者
しゃさま

様に良
よ

い支
し

援
えん

を行
おこな

えるよう努
つと

めて参
まい

りたいと思
おも

います。佐
さ

竹
たけ

　真
ま な

菜

　４月
がつ

より栄
えいよう

養士
し

として入
　にゅうしょく

職致
いた

しました長
は せ

谷川
がわ

愛
まな

永
え

です。
　前
ぜんしょく

職では給
きゅうしょく

食会
がいしゃ

社に勤
つと

めており、介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

や小
しょうがっこう

学校での調
ちょう

理
り

・発
はっちゅう

注・献
こんだて

立作
さくせい

成など
を行
おこな

っておりました。利
り

用
よう

者
しゃ

の皆
みなさま

様の健
けんこう

康を、食
しょく

を通
とお

してサポートさせていただきたいと
思
おも

います。安
あんぜん

全な食
しょく

事
じ

を利
り

用
よう

者
しゃ

の皆
みなさま

様に安
あんしん

心して召
め

しあがってもらえるよう衛
えいせい

生管
かん

理
り

に
も力
ちから

を入れていきたいです。よろしくお願
おねが

い致
いた

します。
長
は せ

谷川
がわ

　愛
まな

永
え
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10日
か

（3）

　４月
がつ

２日
か

～４月
がつ

９日
か

にかけて、班
はん

ごとで花
はな

見
み

を行
おこな

い
ました。毎

まいとし

年恒
こうれい

例の行
ぎょうじ

事の一
ひと

つで、「班
はん

の絆
きずな

を深
ふか

める」
をテーマに行

おこな

っています。過
か こ

去には、全
ぜんたい

体行
ぎょうじ

事として
花
はな

見
み

を行
おこな

っていましたが、ここ数
すうねん

年は個
こ

別
べつ

のニーズや
要
ようぼう

望に応
こた

えやすい班
はんべつ

別での花
はな

見
み

となっています。年
ねん

度
ど

始
はじ

めの行
ぎょう

事
じ

ということで新
あたら

しい利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

、職
しょく

員
いん

の異
い

動
どう

などもあり、顔
かお

合
あ

わせという面
めん

もあります。
　今

こ

年
とし

はひだまり班
はん

（大
おおいずみりょくち

泉緑地）、のびのび班
はん

（長
なが

居
い

公
こう

園
えん

）、なごみ班
はん

（花
はなぞの

園中
ちゅうおうこうえん

央公園）、ハピネス班
はん

（松
まつばら

原中
ちゅう

央
おう

公
こうえん

園）、いきいき班
はん

（大
だいせんこうえん

仙公園）にそれぞれ行
い

きました。
行
い

き先
さき

については、３月
がつ

中
なかごろ

頃から利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

を交
まじ

えて各
かく

班
はん

で話
はな

し合
あ

い、「桜
さくら

の木
き

がある」「利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

が好
この

んでい
る場

ば

所
しょ

」などを考
こうりょ

慮して決
けってい

定しました。昼
ちゅうしょく

食について
は、好

す

きなお弁
べんとう

当を買
か

いに行
い

ったり、班
はん

によっては朝
あさ

から手
て

作
づく

り弁
べんとう

当を作
つく

って、昼
ひる

から花
はな

見
み

という班
はん

もあり

ました。
　いきいき班

はん

以
い

外
がい

は、４月
がつ

の１週
しゅう

目
め

に行
おこな

ったため、桜
さくら

の開
かい

花
か

が想
そうぞういじょう

像以上に遅
おく

れていましたが、利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

、職
しょく

員
いん

とも「花
はな

より団
だん

子
ご

」でしょうか。美
お い

味しいお弁
べんとう

当や
ジュースを楽

たの

しんでおられました。食
しょく

事
じ

を終
お

えた後
あと

は、
散
さんさく

策を楽
たの

しむ方
かた

、ベンチに座
すわ

りくつろがれる方
かた

、ボー
ルや遊

ゆう

具
ぐ

で遊
あそ

ぶ方
かた

などそれぞれのペースで過
す

ごされて
いました。
　花

はな

見
み

の際
さい

には、あまり桜
さくら

を見
み

ることができなかった
班
はん

の皆
みなさま

様は、後
ご

日
じつ

散
さんさく

策で桜
さくら

を見
み

に行
い

きました。やや肌
はだ

寒
ざむ

さを感
かん

じる気
き

候
こう

でしたが、年
ねん

度
ど

の始
はじ

まりの行
ぎょう

事
じ

を無
ぶ

事
じ

に終
お

えることができました。今
こんかい

回の花
はな

見
み

では桜
さくら

があ
まり咲

さ

いていなかったため、今
こん

後
ご

の行
ぎょう

事
じ

は事
じ

前
ぜん

の「情
じょう

報
ほう

収
しゅうしゅう

集」「下
した

見
み

」に力
ちから

を入
い

れて、利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

により充
じゅう

実
じつ

・
満
まんぞく

足していただける行
ぎょう

事
じ

を行
おこな

っていこうと思
おも

います。

お花
はな

見
み

を

　　しました
！

主
しゅにん

任　森
もり

　正
まさあき

明

新
しん

規
き

利
り

用
よ う し ゃ さ ま

者様紹
しょう

介
か い

東
あずま

　絢
けん

太
た

郎
ろう

 さん
　４月

がつ

より新
あたら

しくいきいき班
はん

に東
あずま

　絢
けん

太
た

郎
ろう

さんが入
にゅうしょ

所されました。
　車
くるま

での移
い

動
どう

や外
そと

での活
かつどう

動をとても好
この

まれており、外
がいしゅつ

出の多
おお

いいきいき班
はん

で充
じゅうじつ

実した
日
ひ び

々を過
す

ごしていただきたいと考
かんが

えております。また、学
がくせい

生時
じ

代
だい

やご家
か

庭
てい

で、トイレ
トレーニングなど日

　にちじょう

常生
せいかつめん

活面での自
じ

立
りつ

についても頑
がん

張
ば

っていることを伺
うかが

っているので、
東
あずま

さんの「出
で き

来ること」を少
すこ

しでも増
ふ

やしていけるよう励
はげ

みたいと思
おも

います。
 （リーダー　山

やました

下　逸
いつき

）

森
もり

　美
み

月
つき

 さん
　昨

さくねん

年12月
がつ

より、いきいき班
はん

に森
もり

　美
み

月
つき

さんが入
にゅうしょ

所されました。
　明

あか

るく元
げん

気
き

いっぱいで、とても歌
うた

が上
じょう

手
ず

な利
り

用
よう

者
しゃ

様
さま

です！ また、『しりとり』が非
ひ

常
じょう

に強
つよ

く、職
しょくいん

員も頭
あたま

を悩
なや

ませながら必
ひっ

死
し

にやりとりをしています。
　今

こん

後
ご

も森
もり

さんの強
つよ

みを活
い

かし、将
しょうらい

来の生
せいかつ

活につなげていけるような支
し

援
えん

をしていき
たいと考

かんが

えております。 （リーダー　山
やました

下　逸
いつき

）

木
き

村
むら

　祐
ゆう

貴
き

 さん
　2019年

ねん

度
ど

４月
がつ

から、なごみ班
はん

に入
にゅうしょ

所されました。
　毎

まい

週
しゅう

月
げつ

・金
きんよう

曜日
び

に利
り

用
よう

されており、まだ数
すうかい

回の利
り

用
よう

ですが去
きょねん

年体
たいけん

験利
り

用
よう

をしてい
たためか、新

あたら

しい環
かんきょう

境に対
たい

して戸
と

惑
まど

われることなく、木
き

村
むら

さんのペースで活
かつどう

動に取
と

り組
く

まれています。今
いま

は持
じ

参
さん

した本
ほん

（数
すうさつ

冊重
かさ

ねてカラーテープで巻
ま

いた本
ほん

）がお気
き

に
入
い

りで、肌
はだ

身
み

離
はな

さず持
も

ち歩
ある

かれています。また、ベイマックスの人
にんぎょう

形にも興
きょう

味
み

を示
しめ

さ
れることやじゃんけんが楽

たの

しみの一
ひと

つであるということが分
わ

かりました。木
き

村
むら

さんの
可
か

能
のう

性
せい

を拡
ひろ

げていけるように寄
よ

り添
そ

い、興
きょう

味
み

や楽
たの

しみを探
さが

しながら共
とも

に過
す

ごしていき
たいと思

おも

います。 （リーダー　東
ひがし

中
なか

尾
お

　竜
りゅうじ

治）

 6 月
がつ

 ホーム一
いっぱくりょこう

泊旅行　健
けんこうしんだん

康診断
 9 月

がつ

 こんふぉーと一
いっぱくりょこう

泊旅行　
 11 月

がつ

 創
そうりつ

立記
き

念
ねん

行
ぎょうじ

事　健
けんこうしんだん

康診断

年
ね ん か ん ぎ ょ う じ

間行事予
よ

定
て い

のご案
あ ん な い

内

年
ねんかんぎょうじよてい

間行事予定はこのようになっております！
今
こん

後
ご

の機
き

関
かん

紙
し

で報
ほうこく

告掲
けいさい

載していく予
よ

定
てい

です！

 12 月
がつ

 クリスマス会
かい

　忘
ぼうねんかい

年会
 1 月

がつ

 新
しんねんかい

年会
 3 月

がつ

 総
そうごう

合福
ふく

祉
し

セミナー


